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今
月
の
納
税
メ
モ

固
定
資
産
税
（
含
都
市
計
両
税
）

三
期
分

国
民
健
康
保
険
料
　
十
二
月
分

納
期
限

い
ず
れ
も
十
二
月
二
十
五
日
ま
で

臨
時
市
議
会
を
終
え
て

市
長

齋
　
木
　
正
　
熊

去
る
十
一
月
二
十
一
口
開
催
の

臨
時
市
議
会
に
市
長
提
案
で「
長

門
市
議
会
議
員
定
数
減
少
に
関
す

る
条
例
」
を
提
案
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
市
政
に
最
も
重
要
な
使

命
を
も
つ
市
議
会
議
員
の
定
数
を

減
少
し
よ
う
と
す
る
条
例
案
で
あ

り
ま
し
て
現
在
長
門
市
議
会
の
議

員
の
定
数
は
三
十
名
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
議
員
定
数
は
法
律
に
よ

り
人
口
五
万
末
満
の
市
の
議
員
数

は
三
十
名
と
定
め
ら
れ
て
お
る
か

ら
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
こ
の

議
員
の
定
数
は
市
が
条
例
で
こ
れ

を
減
少
す
る
こ
と
も
又
法
律
に
よ

り
許
さ
れ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す

。
そ
こ
で
私
は
、
長
門
市
の
行
財

政
の
実
態
や
議
会
の
細
織
運
営
の

合
理
化
を
考
え
、
併
せ
て
全
国
の

本
市
に
類
似
し
た
小
都
市
の
議
員

減
少
の
状
況
等
も
参
考
に
し
、
長

門
市
の
場
合
、
三
十
名
の
議
員
は

減
少
し
て
も
差
支
な
い
と
判
断
し

、
明
年
行
わ
れ
る
市
議
会
議
員
の

一
般
選
挙
の
際
か
ら
、
議
員
数
を

二
十
四
名
に
減
少
し
よ
う
と
し
て

提
案
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

提
案
に
対
し
当
日
議
会
に
於
て
は

各
議
員
の
慎
重
な
賛
否
両
論
の
討

議
に
よ
り
長
時
間
に
亘
る
審
議
が

な
さ
れ
た
結
果
、
投
票
採
決
に
な

り
十
四
票
対
十
二
票
で
こ
の
案
は

否
決
と
決
定
せ
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
当
日
議
会
に
お
け
る
議
員

各
位
の
熱
誠
溢
れ
る
御
討
議
に
対

し
ま
し
て
は
、
そ
の
賛
否
何
れ
を

問
わ
ず
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と

共
に
市
民
の
皆
様
に
対
し
私
の
考

え
る
と
こ
ろ
が
、
実
現
し
な
か
っ

た
と
は
い
え
、
私
の
信
ず
る
途
を

議
会
を
通
じ
表
明
し
た
こ
と
に
つ

き
御
理
解
を
い
た
だ
き
、
今
後
共

市
政
に
対
し
力
強
い
御
協
力
を
賜

る
よ
う
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

市議会だより
議員定数減は否決

1
1月
臨
時

市
議
会
は
、

さ
ろ
2
1
日
午

前
９
時
か
ら

ひ
ら
か
れ
関

心
の
た
か
か

っ
た
、
市
議

会
議
員
の
定

数
減
（
現
在

3
0名
）
が
当

日
提
出
さ
わ

る
と
あ
っ
て
、
当
日
っ
め
か
け
た

傍
聴
者
は
約
5
0人
最
後
ま
で
熱
心

に
、
議
事
の
進
行
に
注
目
し
て
い

ま
し
た
。

今
回
提
出
さ
れ
た
議
案
は
2
0
件

で
そ
の
う
ち
、
問
迦
の
1
8号
議
案

（
議
員
の
定
数
減
）
を
除
く
企
部

を
、
市
長
が
一
括
説
明
を
行
っ
て

こ
れ
を
可
次
し
ま
し
た
。

こ
の
お
も
な
も
の
は
次
の
と
お
り

・
　
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

改
正

（
説
明
）

こ
れ
は
、
法
律
の
改
正
に
よ
つ

て
市
営
住
宅
入
居
資
格
者
の
月

収
（
政
令
で
定
め
ら
れ
た
）
の

金
額
を
次
の
よ
う
に
変
史
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
（
　
）
内
は

一
種
住
宅
　
二
万
円
以
上
三
万

六
千
円
未
満
（
一
万
六
千
円

ｌ
三
万
二
千
円
）

二
種
住
宅
　
二
万
円
未
　
　

万
六
千
円
未
満
）

ま
た
、
扶
養
親
族
一
人
に
つ
い

て
二
千
円
（
千
円
）

・
　

長
門
市
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
部
改
正

（
説
明
）

こ
れ
は
、
俵
山
温
泉
組
合
所
有

の
簡
易
水
道
を
、
市
に
無
償
で

寄
附
す
る
旨
申
出
が
あ
り
、
さ

る
七
月
臨
時
市
議
会
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
の
簡
易
水
道

の
料
金
を
き
め
た
も
の
で
料
金

は
、
仙
崎
、
深
川
地
区
と
同
額

で
次
の
と
お
り

（
専
用
栓
）

家
事
用
　
十
ト
ン
ま
で
二
五
〇

円
営
業
用
（
一
種
）
二
十
ト
ン
ま

で
五
〇
〇
円

営
業
用
（
二
種
）
百
ト
ン
ま
で

二
五
〇
〇
円

官
公
署
会
社
用
二
十
ト
ン
ま
で

五
〇
〇
円

洗
湯
用
　
百
ト
ン
ま
で
一
五
○

○
円

な
お
、
こ
れ
の
料
金
徴
収
は
、

国
か
ら
正
式
認
可
が
お
り
次
第
、

徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
市
債
の
起
債
に
つ
い
て

（
四
件
）

（
説
明
）

こ
れ
は
、
市
庁
舎
建
築
、
漁
港

修
築
、
下
水
道
、
俵
山
簡
易
水

道
の
そ
れ
ぞ
れ
建
設
事
業
費
に

あ
て
る
た
め
に
あ
わ
せ
て
約
五

千
万
円
を
大
蔵
省
か
ら
借
り
入

れ
る
も
の
で
す
。

（
註
）
「

市
議
会
議
員
定
数
減
少

に
関
す
る
条
例
」
案
に
つ
い
て

は
、
市
長
が
直
接
別
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
省
略
し
ま
す

納
税
は
、日
掛
け

月
掛
け
、心
掛
け

納
税
組
合
に
入
り
ま
し
よ
う

長
門
市
で
は
、
毎
年
一
千
万
円

余
の
滞
納
が
あ
り
ま
す
が
、
も
し

、
こ
れ
を
完
納
さ
れ
た
場
合
に
は

三
倍
か
ら
五
倍
の
建
設
事
業
が
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

予
定
し
た
額
が
納
期
限
内
に
納
ま

ら
な
い
と
き
は
市
は
金
融
機
関
か

ら
金
を
借
り
て
利
子
を
払
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

お
互
い
が
日
々
の
生
活
に
追
わ

れ
、
滞
納
さ
れ
が
ち
で
あ
り
ま
す

が
、
納
め
や
す
い
納
税
組
合
に
加

入
す
れ
ば
、
目
掛
け
や
月
掛
け
の

少
し
づ
っ
の
積
立
て
で
納
め
ら
れ

ま
す
。

こ
の
納
税
組
合
は
各
部
落
に
で

き
て
お
り
、
便
利
で
そ
の
上
、
次

の
よ
う
々
恩
典
も
あ
り
ま
す
。

組
合
事
務
費
　
組
合
員
一
人
に

つ
き
　
五
〇
円

徴
税
令
書
　
一
枚
に
つ
き
五
円

納
税
額
に
対
す
る
、
二
％

現
在
ま
で
の
組
合
加
入
状
況
は

次
の
と
お
り
で
す
が
、
納
税
者
一

人
残
ら
ず
こ
の
組
合
に
お
入
り
に

な
る
よ
う
ぉ
す
す
め
し
ま
す
。

固定資産税組合加入状況
納税
義務者数

602

1, 555

2, 432

560
5, 149

組合
加入者数
530
1113
2125
555
4323

加入割合
％

88. 04

71, 58

87, 38
99, 11

83, 96

市民税組合加入状況

地区別

通
仙　崎
深　川
俵 山
計

納税
義務者数

915

2, 171

3, 008

729

6, 823

組合
加入者数

669

1203

1851

543
4266

加 入 割 合
％

73, 11

55, 41

61, 54

74, 49

62, 52

人
事
異
動

（
1
1
月
2
0
日
付
）

（
　

）
は
旧
任

俵
山
支
所
係
長
同
格
　

藤
永
岩
雄

（
窓
口
係
長
）

窓
口
係
長
を
兼
ね
る
　
村
田
丈
平

（
市
民
係
長
）
　（
以
下
裏
面
）

子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
よ
う
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深
川
小
に
プ
ー
ル
が

3
8年
３
月
末
に
完
成

国
民
の
体
育
向
上
を
め
ざ
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
が
で
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
国
民
体
育
施
設
（
学
校
プ
ー
ル
、

体
育
館
な
ど
）
が
全
国
で
毎
年
約
五
〇
ヵ
所
っ
く
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
今
年
度
事
業
の
う
ち
、
長
門
市
関
係
で
は
、
深
川

小
学
校
プ
ー
ル
の
建
設
が
き
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
国
民
体
育
施
設
は
、
事
業

費
の
三
分
の
一
を
国
が
補
助
し
全

国
各
地
に
市
民
プ
ー
ル
、
学
校
プ

ー
ル
、
体
育
館
な
ど
を
建
設
さ
せ

て
、
国
民
の
体
育
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
大
い
に

利
用
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
、
長

門
市
教
育
委
員
会
も
さ
き
に
深
川

小
学
校
に
水
泳
プ
ー
ル
を
つ
く
る

よ
う
申
請
を
し
て
い
た
も
の
が
、

こ
の
た
び
承
認
さ
れ
た
も
の
。

プ
ー
ル
の
内
容
は

全
長
　
　
　
　

二
五
メ
ー
ト
ル

巾
　
　
　
　
　
　
一
六
メ
ー
ト
ル

深
さ
　
最
高
　
匸
一
〇
セ
ン
チ

最
底
　
一
〇
五
セ
‘ン
チ

水
面
々
積
四
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

附
属
施
設
　
脱
衣
所
一
棟
、
給
配

水
施
設
、
シ
ャ
ワ
ー

総
工
費
　
二
四
八
万
円

う
ち
国
庫
補
助
　
八
〇
万
円

地
元
負
担
　
四
〇
万
円

完
成
　
3
8年
３
月
2
0日
（
予
定
）

中
小
企
業
者
は

年
末
運
転
資
金

を
ご
利
用
下
さ
い

県
商
工
水
産
部
で
は
、
県
内
に

事
業
所
、
営
業
所
を
持
っ
て
い
る

中
小
企
業
者
を
対
象
に
年
末
運
転

資
金
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
貸
付
け
ま

す
。

貸
付
限
度
額
　
　一
〇
〇
万
円
以
下

貸
付
利
子
　
日
歩
二
銭
四
厘
七
毛

償
還
方
法
　
割
賦
又
は
一
時
返
済

貸
付
期
闘
　
四
か
月
以
内

。

申
込
手
続
　
長
門
商
工
会
議
所
に

お
た
ず
ね
下
さ
い
。

「
た
ば
こ
」
は

市
内
で
買
い
ま
し
よ
う

市
の
台
所
を
ま
か
な
う
市
税
収
入
は
、
総
支
出
額
五
億
一
千
方

円
の
ニ

ー％
に
当
る
一
億
一
千
万
円
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一

二
％
の
一
千
三
百
万
円
が
、
た
ば
こ
消
費
税
と
し
て
収
入
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
愛
煙
家
の
皆
さ
ん
が
煙
に
さ
れ
た
は
ね

か
え
り
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
市
の
財
源
と
な
り
、
多

く
の
建
設
事
業
や
社
会
福
祉
、
教
育
文
化
事
業
等
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
煙
草
は
市
内
で
買
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
旅
行
等
で

市
外
へ
出
る
と
き
も
そ
の
期
間
中
の
必
要
量
を
市
内
で
求
め
て

出
か
け
て
下
さ
い
。

立
木
伐
採
の
届
出

を
励
行
し
よ
う

立
木
を
伐
採
す
る
場
合
に
は
森

林
法
の
規
定
に
基
い
て
制
限
林
を

除
い
て
は
事
前
に
（
一
ヶ
月
－
三

ヶ
月
以
内
）
県
知
事
宛
に
届
出
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

又
制
限
林
（
保
安
林
、
保
安
施
設

地
区
国
定
公
園
等
の
森
林
）
立
木

の
伐
採
は
県
知
事
の
許
可
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。
伐
採
の
届
出
は
各

森
林
組
合
で
受
付
け
ま
す
。

制
限
林
の
伐
採
許
可
は
市
役
所
経

済
課
又
は
各
森
林
組
合
に
お
問
合

せ
下
さ
い
。
な
お
無
届
で
伐
採
を

し
た
場
合
に
は
同
法
の
規
定
に
よ

り
処
罪
さ
れ
ま
す
。

知
っ
て
お
き
た
い

火
災
予
防
条
例
2

届
出
が
必
要
な
も
の

③
火
を
使
用
す
る
設
備
な
ど
（
左

の
と
お
り
）
を
設
置
す
る
と
き

は
届
出
が
必
要
（
条
例
第
4
0条

）イ
　
燃
風
炉

口
　
倨
付
面
積
二
平
方
ｍ
以
上

の
炉
、
か
ま
ど

ハ
　
ボ
イ
ラ
ー

二
　
乾
燥
設
備

ホ
　
火
花
を
出
す
設
備

へ
　
変
電
、
発
電
、
蓄
電
設
備

ト
　
ネ
オ
ン
管
灯
設
備

チ
　
水
素
ガ
ス
を
充
て
ん
す
る

設
備

④
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
あ
ら
か
じ

め
届
出
が
必
要
（
条
例
第
4
5条

）イ
　
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙

ま
た
は
火
災
を
発
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
行
為

口
　
煙
火
（
ガ
ン
具
用
を
除
く

）
の
打
上
げ
又
は
仕
掛
け

ハ
　
劇
場
な
ど
以
外
の
建
築
物

そ
の
他
の
工
作
物
に
お
け
る

演
劇
、
映
画
そ
の
他
の
催
物

の
開
催

二
　
水
道
の
断
水
ま
た
は
減
水

ホ
　
消
防
隊
の
通
行
そ
の
他
消

火
活
動
に
支
障
を
及
ぼ

そ
れ
の
あ
る
道
路
工
事

④
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
の
貯

蔵
ま
た
は
取
扱
い
は
届
出
が
必

要
（
条
例
第
4
6条
）

市
役
所
の
執
務

時
間
が
変
更

1
2月
１
日
か
ら
２
月
末
ま
で
毎

年
の
と
お
り
市
役
所
の
執
務
時
間

が
次
の
と
お
り
か
わ
り
ま
す
。

執
務
時
間

毎
日
午
前
８
時
3
0分
か
ら

午
後
４
時
3
0分
ま
で

（
但
し
、
土
、
日
、
祭
日
は
除
き

ま
す
。
）

人
権
心
配
ご
と
相
談
所

1
2月
1
0日
中
央
公
民
館
で

1
2月
４
日
か
ら
1
0日
迄
は
、
全

国
一
せ
い
に
人
権
週
間
が
く
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
中
で
つ
ぎ
の
よ
う
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

・
公
務
員
に
よ
る
職
権
ら
ん
用

・
集
団
ま
た
は
単
独
の
暴
力
行
為

・
人
身
売
買
、
村
八
分

・
生
活
権
や
居
住
権
の
侵
害

以
上
の
よ
う
な
事
実
が
あ
れ
ば

人
権
擁
護
委
員
（
仙
崎
宮
川
義

氏
、
深
川
末
永
新
一
氏
）
も
し
く

は
法
務
局
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

山
口
地
方
法
務
局
萩
支
部
で
は

週
間
中
に
各
地
で
人
権
心
配
ご
と

相
談
所
を
ひ
ら
き
ま
す
。

長
門
市
で
は
つ
ぎ
の
通
り
で
す
。

1
2月
1
0日
午
前
９
時
―
午
後
４
時

長
門
市
中
央
公
民
館

（
相
談
担
当
者
）

宮
川
、
末
永
、
藤
本
委
員

法
務
局
萩
支
局
長
ほ
か

1
2月
1
2日に

テ
レ
ビ
時
計
の

公
売
を
し
ま
す

市
税
滞
納
の
差
押
え
物
品
を
次

の
と
お
り
公
売
し
ま
す
。

公
売
日
時
　
1
2月
1
2日
午
前
1
0時

公
売
場
所
　
中
央
公
民
館
小
講
堂

公
売
す
る
も
の

1
4イ
ン
チ
テ
レ
ビ
　
一
台

柱
時
計
、
煙
草
セ
ッ
ト
ほ
か
。

表
面
よ
り
続
き

国
民
健
康
保
険
係
　
永
松
輝
人
（

俵
山
支
所
）

農
業
委
員
会
出
向
　
青
村
一
郎
（

林
務
係
）

国
民
年
金
係
　
川
村
司
郎
（
水
産

係
）

水
産
係
　
小
川
征
次
（
農
業
委
員

会
）

林
務
係
　
脇
坂
泰
行
（
徴
収
係
）

徴
収
係
　
山
本
達
雄
（
経
理
係
）

窓
口
係
　
村
中
幸
枝
（
国
民
年
金

係
）
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